
はじめに
本研究の目的は，日本の骨相学者・高橋邦三（1861-1913）
の人生とその言説に着目し，“近代日本における骨相学
（Phrenology）の受容と展開” について，個別具体的な相
から検討することである。第１編となる前稿では，高橋
の生涯を複数の史料を用いて描出した1。続く第２編と
なる本稿では，第一に，高橋の発表した論考，『私立兵庫
県教育会雑誌』掲載の５本（1898-1900）及び『教育公報』
掲載の３本（1907）から彼の骨相学論を整理・分析する。
第二に，前稿の議論を土台にして，高橋邦三なる人物が
なぜ骨相学に魅入られたのか，延いて，明治期の日本に
とって骨相学は何であり，また何たり得たのかというこ
とについて，総合的に考察する。

１．骨相学／生理心学というサイエンス
最初に「生理心学」という用語について見ておく。高
橋は自身の専門を「骨相学」とは呼ばなかった。この翻
訳語は，明治中期にはある程度は通用していたとみられ
るが2，フレノロジーの原義が “心理学” に近いことを
重視する立場から見れば，“占い” の匂い濃い「骨相学」
の字は誤解を招く悪訳と映ろう。“真正の科学” たるフ
レノロジーの性格は「生理心学」の名称こそがよく伝え
る，というわけだ。

脳の発達が頭蓋の外形に顕わるゝものなりと説く所
よりして之を脳蓋学或は骨相学抔と名付くる者が出
で此類の名称より段々誤解を来し心の働が骨の形に
現はれやう筈はないなどゝ頭ごなしに之を排斥して
しまふ人が多くあります……私は斯学の性質より考
へて之を生理的心理学或は略して生理心学と申たら
ば左様の憂もなく略ほ当を得やうかと思ふのです3

高橋が骨相学と初めて出会ったのは，おそらく19世紀
末ロンドンにおいてであった。今日では似非科学
（pseudoscience）の筆頭格のようにも扱われる骨相学に，
“真正の科学” として当時の人々が出会う余地は，最早
存在しなかったと思われるかも知れない4。確かに，当
地での展開のピークは世紀前半のことであり，往時の隆
盛は既に去っていた。殊に，1830年代には見られたよう
な，大学や医学校の講義に骨相学書が用いられるような
象徴的な光景ならば尚更である5。だが実際，その頃の
英国において科学におけるその正統的位置の全てが失わ
れていたわけではない。高橋が “真正の科学” たる骨相
学と遭遇することは，まだ十分にあり得ることだった。
例えば，王都にまた一つ新しい骨相学協会（The British

Phrenological Society）が設立されたのは1886年のことで，
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そこでは機関誌の発行も行われた6。関連書籍の出版も
専門・通俗の別を問わず続いていた。専門書なら，ヴィ
クトリア時代の大ベストセラー，G・コーム（George
Combe, 1788-1858）著『人間構成論（The Constitution of
Man）』（初版1828）が改版増刷され，相変わらず売り上
げを伸ばしていたし7，ウィーン大学卒の医学博士 B・ホ
ランダー（1864-1934）による1889年以降の一連の著作も
あった8（帰国後の高橋も，ホランダーを通じて骨相学の
最新成果をフォローし続けていたらしい9）。通俗書な
ら，例えば1889年刊行の「金持ちになる方法」という副
題のついた『骨相学と職業選択』のリプリント版が，筆
者の手許にある10。
ガル－シュプルツハイム説への反発から，殆どの研究
者が大脳機能局在論に反対の立場をとった時期もあった
が，P・ブローカ（1824-1890）や C・ウェルニッケ
（1848-1905）らの医学上の発見も手伝って，脳神経科学
における骨相学再評価の機運が，部分的にも高まってい
た11。印象深い事例がある。英国では，ナポレオン戦争
や都市化の進展によって急増したホームレス対策のため
に，1824年以来，浮浪者取締法（Vagrancy Act）が制定さ
れていた12。その第４項は，例えば手相術（palmistry）の
ような「占い（to tell fortunes）」行為を禁じる内容だった。
19世紀ロンドンの路地にはその類いの店を構える者が少
なくなかったようで，風紀を紊乱するとの理由で警察が
取り締っていた。ところが，警察がこの第４項を適用し
て “辻の骨相学者” を逮捕することがあっても，往々に
して彼らは無罪放免になった。何故なら，判事が骨相学
を脳科学と認定することのあったためという（それは
20世紀に入ってさえ見られた)13。骨相学は，19世紀英国
社会の中で確かに「科学」だったのである。
本稿では，生理心学と骨相学を Phrenologyを意味する
語として用いてゆく。

２．高橋の生理心学レクチャー
高橋邦三は日本の教育者に向けて「生理心学」を発信
した。その内容を，それぞれ特徴的な２誌８本の記事か
ら確認してゆこう。
⑴『私立兵庫県教育会雑誌』
『私立兵庫県教育会雑誌』は，1889年９月に創刊され
た私立兵庫県教育会の機関誌である。私立兵庫県教育会
は，同年８月に県下の師範学校長や県学務課の職員らが
主体となって創立され，機関誌の発行のほか，教員講習
会の開催，年１回の総集会と月１回の常集会における「教
育ニ関スル講談，討論，演説」の企画等を行った。「私立」
を名乗ったのは，数多既存の「天くだり的な官制教育会」
と「区別する」ことが目的だった14。創立時の会員数は
915名，「学校の教員はもちろん，およそ教育に関係ある
官公吏・教育篤志家など，県内の有力者はほとんど会員

として名を連ねていた｣15。神戸商業学校の新任教師と
しての高橋の「生理心学」は，そのような大規模教育会
の集会で講演され，活字化され，全兵庫県の “教育家”
の前に提示された。
本節で検討するのは，常集会と総集会での講演を基に
書かれた５本の記事である。機関誌に掲載された彼の論
考は６本あったが16，その内の１本，「神経衰弱の手当法」
が掲載された第128号は CiNii Booksの検索に引っかから
ず，国立国会図書館・兵庫県庁県政資料館・神戸市中央
図書館及び文書館にも所蔵がなく，今回は発見・入手で
きなかった。なお，「脳の衛生〔2〕」について，著者名が
「高橋邦之助」になっているのは「邦三」の誤植に相違な
い。
① 「生理心学一斑」（1898年11月20日，111号，「論説」
1-8頁）
第１報は，「私立兵庫県教育会常集会席上に於て述べら
れたる演説の概要筆記」である17。内容は，骨相学の成
立史と理論の概要からなる。高橋は「脳の模型」を携え
て演壇に立ったが，そのような光景は西洋における講演
においてもお馴染みのものだった18。冒頭，高橋は２つ
の野望のあることを述べ，講義を開始した。「人の心の
作用を判断する」この学問を，「本邦の教育上に感化事業
等に応用」すること，そして「大学の一科として医学，
解剖生理学及び人類学と連合して研究」してもらうよう
にすることである。
この「生理学」を創始したのは，「墺太利皇帝陛下に侍
医たりしドクトルゴール〔Franz Joseph Gall, 1758-1828．
ガル〕｣19。着想はその少年期の体験に遡る。ガルは，眼
の突き出た友人が必ず言語的記憶力に秀でていたという
“実体験” から，才能と外見の相関のアイデアに取り憑
かれた。ガルは探究を進める中で，「識認観念記憶想像
判断等」といった，従来の所謂 “形式能力” 論に飽き足
らなくなり，「絵画音楽」等の個別的能力論を構想する。
「維納瘋癲病院」―― “愚者の塔（Narrenturum）” と呼ば
れた当時最先端の精神病院――で患者の観察や死後解剖
に参加し，頭蓋骨の形状の特徴が，脳の個性的な形に一
致してできたものであることを「発見」。その後助手の
「スパルツァイム〔Johann Gaspar Spurzheim, 1776-1832．
シュプルツハイム〕」を得て共同研究をし，「多年の間に
多くの事実を集め」，「「インダクション」即ち帰納法に依
りて立派なる斯の生理的心理学の基礎」を確立した。
高橋が骨相学に出会った英国については，次のように
語られた。宗教が盛んで骨相学への反対者も多く，「一
時は余り注意する人がないやうに」なったが，「今日の科
学進歩に連れて生理学も大に進み来り其成績と斯学の原
理とを相対照するに益斯学の真理に適ひ居るを発見し近
頃大に学者の注意を惹起」した。例えば，「言語の中枢は
仏国のブロカ先生は病体解剖に依り左の前頭第三廻転の
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後下部シルヴヰユス溝〔sulcus Sylvius〕に接近しレール
島〔island of reil〕の上に当る部分にありと云い」，それを
「ブロカ廻転〔convolution of Broca〕」と命名した。尤もこ
れは，上記の通りガルが既に「発見」済みのものであっ
たのだ。因みに，高橋の講演から見てガル学説は100年
程前，ブローカの研究は約40年前に発表されたものであ
る。
続けて高橋が脳の模型を用いて解説したのは，脳回と
骨相学的器官（organ）の対応についてであった。当代の
医学者「ドクトル，フェリール」，即ち哲学者 A・ベイン
（1818-1903）の下で心理学を学びエディンバラ大学で神
経生理学を修めた D・フェリアー（1843-1928）の説を引
きつつ，「前頭第一第二廻転の後半部を以て頭と眼との
運動神経の中枢なりと為し此部刺撃の結果を記して「眼
広く開き瞳孔も大に開き頭と眼とを左右に動かす云々」
と云いました是は霊妙〔Wonder。骨相学的器官の一つ〕
一名好奇心のある所でありまして猿の如きは好奇心の甚
しきを以て総て珍しき物を見れば眼を白黒し頭を左右に
動かします」。
最後に，骨相学の６原則が示される。第１則《脳は心
の働きの機関なり》は，「皆さん御承知」の通り，「百般
の行為思想感情等」の原因は脳である。「宗教的の思想」
を退けて「実物世界」を論じるなら，それらは脳神経の
機序に外ならない。例えば，「睡眠」は「脳中血液の減却
するより来り熟睡中は心の働停止」であるし，「失神」は
「脳中の血液急に（或は漫に）下却する」ことで起こる。
「脳上に於ける病的外傷的或は人工的圧迫は知覚を奪」
うが「圧迫去れば知覚する」。以上のように列挙され，事
故や戦闘で頭部を損傷し
た水夫や兵士の実例が示
される。
第２則《脳は一個の単
一なる機関にあらず幾多
の機関の集成物なり》は，
脳の機能が形式的・抽象
的なもので はなく，個
別のものであることを論
じる。「各種の心的機能
は其発達を共に」しない。
五感にしても識別反省に
しても，ヒトは同時に何
でも出来るようになるの
ではなく，発達や年齢に
応じて各働きが順々発現
してゆく。その理由は，
各能力を司る器官が「単
一」ではなく「幾多」も
あることにある。「天才

（ヂニユス）」が「通常一技一能に偏ずる」のも同じ理由
からである。「言語の暗記力に強き人必ずしも算術の名
人たらず」。異才は抽象的に万般に当てはまるものでは
なく，常に “ことば” や “計算” といった具体的対象を
もつ。逆もまた然り，「偏痴偏狂」も例証である20。夢を
見ることもそうだ。ある機能が働きを停めている一方
で，ある機能は覚醒している状態が「夢見る事」なのだ。
当然，「外傷等の為め脳の一部を害され其部に関する機
能のみを失ひ他の機能は依然働きを為し居るの例」もあ
り，それらが全て「本則を確むるの証拠」となる。
残り４つの説明は簡略である。第３則《頭蓋骨の外形
は脳の外形に略ほ等し故に活人に就て其頭蓋骨の形を見
て其脳形を推察するに足る》は，骨相診断の肝心要なの
だが，「近時の学者皆之を承認」していると述べられ，彼
らの名が列挙されるに留まる21。第４則《他点に於て差
異なくんば脳或は脳の各部の強弱は其発達の大小に比準
すべし》は，「同質同構造のものは小より大強く大より小
弱きは三才の小児も之を知りませう」とする。第６則《心
的各機能は単独の働く事あり又結合して働くことあり》
については，日常生活を通じて皆了解していることであ
るとされ，「見つゝ聞き思ひつゝ働く等皆其例」であると
いう。心理に影響を与え得るものの一つに「教育」を指
摘した第５則《脳の原質，身体の資質，健康，教育及び
外物の刺撃等は心の働きに小なからざる影響を及ぼすも
のなり》についても，「世人皆之を知つて居ります」とし
て，「別に弁じませぬ」で片づけられた。
「集成物」である脳を構成する「幾多の機関」が司る
40個（五官は含まれない）の「原能力」（図１），つまり
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図１ 心的諸機能生理心学的分類表
（『教育公報』235号より。１枚の図に筆者調整）



脳機能一つ一つについては本記事では省略され，「異論
或は質議ある御方は御遠慮なく」と締められた。その後，
講演で用いた脳模型が観覧に供され，高橋の呼びかけに
応えた１名が骨相診断を受けた。
②「脳の衛生〔1〕」（1899年11月25日，123号，「学説」9-13頁）
第２報は，春に行われた総集会での講演概要である。
内容から見て，この後の③～⑤と未入手のもう一本も，
同講演の分載ではないかと考えられる。③以降の各記事
に明記されないので正確なところは不明だが，テーマは
一貫して「脳の衛生」である。因みに総集会には著名人
が講師として招聘されており，伊沢修二（1891）や沢柳
政太郎（1909），新渡戸稲造（1911）らが名を連ねた。高
橋が演壇に立ったのが 1899 年とすると，同会では明治
大正期の政界の大物だった床次竹二郎（1867-1935）が招
かれていた22。
本記事では，最初に「脳の異状」は「小児に最も多し」
と述べられる。「其異状は胃腸其他の感応より来るもの」
が少なくない。従って，「之を痴呆として鞭打つ」のは間
違いであり，「医療を加ふべき」である。「脳神経等を毀
損せざらんと欲せば，先つ其実質，構造，作用等を了解」
せねばならないため，一朝一夕にはいかない一大事だ。
脳は，水75.5％，脂肪11.5％，タンパク質7％等から成る。
ヒトの脳量は男性が48オンス（約1344g），女性が44オン
ス（1232g）である23。それらをゾウやクジラやカナリア
などと比較すると，「人類の脳質は，最も善良にして，構
造は最も綿密なり。随て他動物に具備せざる作用を有す
る」。但し，ここでその詳細は語られない。
続いて，「大脳」「小脳」「延髄」「脊髄」「脊髄神経」「交
感神経」について論述される。一見して晦渋な印象を与
える記述から，以下に大脳の解説を例として引用する。

位置，脳髄の前上部に位し，其大部を占む。
形状，楕円，一の縦溝によりて左右の両半球に分か
たれ，表面夥多の蜿曲せる皺裂ありて，著く凸凹
をなせり。
作用，動物的，徳義宗教的，智識的（運動的）（知覚
的）精神的現象の異なる所以は，全体の大小，各
部の大小，に依るものにして，大脳表面の凸凹は，
其皮質の面積を加ふ，即ち皮質の面積は精神力に
関するものならん。
原質に於ける欠損，或は害毒は痴呆，愚鈍，無智，
柔弱，意志，或は徳義欠乏の原因となる。大脳を
離れて知覚なし，然ども，大脳を去るも運動は呈
することあり。

脊髄神経（脳神経）の解説では，「第一嗅神経」「第二
視神経」「第三動眼神経」…と12の神経が列挙され，その
分布や機能が細かく述べられる。例えば，「第七顔面神

経」ならば，「顔面の筋，眼囲輪走筋，後頭前額筋，外耳
筋，鐙筋，口蓋挙筋，口蓋懸壅筋，茎状舌骨筋，二腹顎
筋の後腹，頬筋皮下頸筋，舌下腺及び下顎下腺を主とる」
といった調子である。現代医学の水準から見ても殆ど遜
色ないこのような解説が4頁にわたって展開され，「以下
次号」と結ばれる。
③「脳の衛生〔2〕」（1900年１月25日，125号，「学芸」
15-16頁）
本報から，「神経衰弱」の議論が展開される。「神経系
は一機械の如し」，また「働を持続せんには，日々時々力
を之に供給せざるべからず」といった機械論的解説は，
“技術屋” の端くれであった高橋の面目躍如の趣もある。
前記事で「脳の異状」と「胃腸」等の関係に言及した通
り，「神経衰弱」は全身の「体力の衰弱」の一つであり，
「胃力衰弱」や「筋力衰弱」と並列されるものである。
患者として挙げられたのは，「出産」「家事困難」「安眠不
足」「営養不足」の母親，「交接過度」で身心を損じた「流
行女」，「房事過度」の「不幸者」，「生命を厭ひ意思心力
共に欠乏せる「ヒポコンドリヤック〔hypochondriac〕」」，
「友人を憂へしむるの「メランコリヤ〔melancolia〕」」，「商
業上過度の注意，心配，過労等より来る神経衰弱家」と
いった人々であった。
症状には次のようなものが挙げられた。「怒り易きこ
と」「他人の落度を見出すこと」「不礼を感じ易きこと」
「泣き易きこと」「食物に付美味を八ヶ間敷云ふこと」「何
事に就ても連続なる話の出来ざること（論理等に欠ぐる
こと）」等々。これらは皆，遺伝・営養不足・過労・刺激
性の飲食物・睡眠不足・瘰癧（結核性頸部リンパ節炎）
等が原因で引き起こされた「病気」に拠る。加えて「暖
室的教育（ホットハウスエジュケーション）」即ち早期英
才教育や「坐業」，また「富貴を競ふこと」も神経衰弱を
引き起こす。“疾患” であるそれらを，人はしばしば “道
徳の問題” と見做して呵責する。だが真に必要なのは鞭
打ちではなく，医薬や「養生法」だ。これは「教育家の
注意すべきこと」である。
今般，神経衰弱の患者はますます増加傾向にある。神
経衰弱の予防・治療方法の科学的研究が喫緊の課題であ
る。高橋は，結びに教育者の注意を喚起した。「急忙，激
昂の代りに静穏，平和に生活を送るの方法，を世人に知
らしむるは夫れ誰が任ぞや」。
④「神経衰弱を治するの方法」（1900年３月25日，127号，
「衛生」10-12頁）
神経衰弱の人に必要なのは「同情，憐憫を加へ懇切に」
処遇することで，彼らの態度を「怠慢等の結果と見做す
は大なる誤なり」。身体が頑健で神経だけ弱い人間は，
自殺の危険性まであるのだ。
本記事で高橋は，第１報で解説した脳・脊髄神経（「動
物性」）と交感神経（「植物性」）の２種の神経系の存在を
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挙げ，特に後者に注目する。交感神経は，「脊髄の前方に
位し，数多神経節の連鎖せるもの」で，そこから心臓，
肝臓，胃，また血管に多数分布する。その作用は「意志
に随はず故に，交感神経衰弱するも外部へ顕はれずして
単に不快を感ずる」ことも少なくない。生理学者「ビ
シャット〔X・ビシャ，1771-1802〕」による「動物性生活
〔vie animale〕」と「植物性生活〔vie organique〕」の区別
で言えば，多く神経衰弱は「植物性（交感）生活に於け
る欠損」が原因である。そして，そのような “交感神経
衰弱” は治療可能である24。高橋がここで論じようとし
たのは，つまり，自律神経系の支配する呼吸や消化，循
環に関わる「衰弱」とその治療法なのだった。
神経系に傷害を与えるのは，一つは血液による間接的
なもの，もう一つは直接的なものである。前者について，
「神経の妙機」の詳細は不明だが，その強弱は「神経に
供給する血液の滋養分に富むか富まざるか，将た純粋な
るか否か」による。その際，アルコールやタバコ，茶や
コーヒーといった嗜好品は，血液を介して神経系を傷つ
ける。他にアヘン，ヒヨス（鎮痛や鎮痙に用いられる植
物），苦味草（ビールにも入っているホップ），「不良空気」
なども衰弱を招く。
後者の直接神経系に傷害を与えるものには，「憂慮」「苦
悩」「安眠不足」「過度の暑寒」「過度の仕事」「身体の疲
労」，そして「過度に脳力を用ゆること」が挙げられる25。
その徴候は，「イライラ」や「驚き易く，心臓作用の不規
則なるを訴へ」ること，「決断，勇気共に減却」「記憶力
〔の〕衰」，「疲労し易く」「混乱し易」いこと等である。
「時々鬱憂の発作」があり，「終始不幸を感ずる」。生
活に楽しみがなく，食欲もなくなり，悪寒，頭痛，腹部
の不調和をきたす。だが「一時の興奮を得んと欲して「ア
ルコール」を使用するは過ちの最大，不幸の極」である。
「気管支炎」「肺患」「ブライト病〔腎炎〕」「脳病」「狂気」
などがあれば，それは神経衰弱症が「足許迄来り居る」
証拠なので要心せねばならない。
⑤「脳の衛生〔3〕」（1900年６月25日，130号，「学説」9-11頁）
“神経衰弱の治療法” の具体については，記事④の最
後で「次号に掲げん」とあるのだが，残念ながら当該号
を入手できなかった。だが，１号飛んだ本記事のテーマ
もまた，神経衰弱に対する養生法である。前号からの議
論の続きであろう。
高橋は最初に，海外の学説から「小児肉食の害」を紹
介する26。神経組織に必要なのは，むしろ炭素・水素・酸
素からなる「含水炭素」，即ち砂糖，デンプン，油などで
あり，それらは筋組織にも不可欠な要素である。さらに，
「神経並びに筋の働作に必要なる神経，並びに筋に於け
る電気力を維持するのにも必要」である。歩くのは良い
と言われるが，「多少の脳力を保たしめんためには歩行
の如きも倹約」が必要である。なぜなら，神経の弱い人

は，長く歩くと失神したり呼吸停止に陥ってしまうこと
もあるからである。また，神経病には営養を十分に与え
なくてはならない。「ヒポコンドリヤ」や「ヘステリヤ」
にも食餌療法がよい。但し，アルコールは「良結果を来
たさずと知れ」。
健全な体質を遺伝する者は多くはないからこそ，ここ
に挙げた衛生法を活用すべし。そのように述べられ，連
載記事は完結する。

⑵『教育公報』
『教育公報』は，1896年11月に『大日本教育会雑誌』
から改称された，帝国教育会（旧大日本教育会）の機関
誌である。帝国教育会は，機関誌発行のほか，学制調査
や国字改良研究，講演会の開催，図書の出版，研究サロ
ン「教育倶楽部」の主催等を行った。発足の契機は，日
清戦争による「国民的自覚」の深化と「思想生活」の「活
気と動揺」であるとされ，それ故に焦点化されたのは，
「汎ク海外教育ノ実況ヲ網羅」することであった27。高橋
の骨相学記事が掲載された背景には，この国際動向への
関心の高まりも在ったものと考えられる。
ここで取り上げる「脳皮質局部作用」３本は，一本の
論文の分載である28。内容は『私立兵庫県教育会雑誌』
の場合とは異なり，より骨相学の一般的イメージに近い
議論となっている。以下，前記と重複する部分もあるが，
教師を辞めて東京に戻り，1903年に「東京心性学館主」
となった “プロの骨相学者” 高橋の解説を，改めて追っ
てみる。
①「脳皮質局部作用」（1907年１月15日，315号，「論説」
4-8頁）
「脳皮質局部作用」とは，「脳の表面を形成する灰白質
部は其の部域々々に依り夫々特殊の心性機能を司り其の
部域々々は無数の神経繊維にて互いに連絡し諸種複雑の
結合作用を営むものなりとの学説」の謂いであり，つま
り骨相学理論を指す。「フランシス，ジョセフ，ゴール」
は，しばしば誤解されているように最初に脳解剖に従事
したのではなく，「専ら自然の観察」を行った。その学問
的性格は「帰納的推究」である。ガルはそれにより，「特
殊の心性能力は特殊の頭形に伴ふ」ことを知り，而して
ヒトと動物の脳解剖に取り組んだ。その結果，「頭蓋を
除去し硬膜を存せる脳の形状は必ず生前に於ける頭蓋の
形状に準応する」ことを見出し，精神病患者などの観察
を重ねて「脳髄生理」を探究した。
教育との関係については，助手のシュプルツハイムに
より際立つ形で結び付けられ，推進された。シュプルツ
ハイムは新たに「心性学（フレノロジー）」を名乗り，「知
徳教育上に適用の途」を開いた。現代も脳機能局在論の
源流の一つに数えられるその「脳皮質局部作用」論の解
説は，次の通り始まる。
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一種の心性作用が脳の一部局と不易の関係を有する
場合に該作用を機能と名け該局部を該機能の中枢或
は機関と称す而して機能なる語は知的作用と情的作
用とを問はず共に之を適用するものとす。一機能に
して其強弱（他点に差異なき場合に）脳の一部局の
発達大小に準応するとき之を原始的機能と称す

前掲図１で示した個々の「機能〔functions。又は
faculties能力〕」を司る「脳の一部局」或いは「中枢」「機
関〔organ器官〕」は，発達差によって大きさに違いが生
まれる。それら「原始的機能〔又は primitive faculties 基
本能力〕」は単独で働くばかりでなく，「其目的物の撰択
等は他機能の結合を俟て行はるる」。例えば，仮に《愛児
性（Philoprogenitiveness）》の器官が大きくて，《好美性
（Ideality）》も発達している人なら，ただ闇雲に子供を愛
するのではなく容貌の美しい子を愛し，醜いとそれ程で
もない。《好誉性（Approbativeness）》も他機能と結合し
て発現する。「財欲深き人は蓄財を以て誉とし学者は博
識を以て誉れとし力士は力量を以て誉れとする」等――
ここに認められるのは一種の職業観，新時代の科学的能
力主義的なそれと言える。
②「脳皮質局部作用（承前）」（1907年２月15日，316号，
「論説」18-22頁）
本報は，先に検討した「生理心学一斑」（1898）の内容・
構成をベースに，新情報を追加し表現を推敲して書き下
ろされたもののようである。
医学者・長谷川泰（1842-1912）は Phrenologyを「骨相
学」と訳したが，その語感は「穏当を欠き甚だ誤解を招
き易」いため，「生理的心性学」と訳し直すべきである29。
「頭
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」（傍点ママ）がフレノロジーだからだ。それに
依拠すれば，「教育医術其他人材の登用配偶の撰択等を
行ふに至らば其の社会を裨益する実に多大なるべきを
信」じる。ここで，かつて６つで示された骨相学の原則
が，新たに８つに整理されて提示される。

一，人類の心性は先天的に属するものなり。
二，凡そ，心性作用は脳に依り営まるゝものなり。
三，脳は単一機関にあらずして各種心性機能中枢の
集合するものなり。

四，脳蓋は脳と共に消長し其の外形は脳の外形に準
応するものなるを以て頭の外形を観て脳の形状
大小を推知し得べし。

五，心性機能の強弱は他の諸点に於て差異なきとき
は其の中枢即ち機関の大小に準応するものな
り。

六，心性機能の鋭鈍は脳組織の精粗，身体の資質，

教育練習の程度，諸機能相互の関係外界の状態
等より来るものなり。

七，心性機能の動止作用は単独的なることあり又連
合的なることあるものなり。

八，凡そ心性機能の中枢は其の働き旺盛なるときは
各特殊の顔容姿勢或は動作を身体に与ふるもの
なり。

「生理心学一斑」にはなかった論証の一例に，前頭骨
にある「前頭竇部〔frontal sinus 前頭洞〕」への言及があ
る。これは西洋のアンチ骨相学者が必ず攻める “急所”
の一つで，頭蓋の外形が脳外形に対応するという骨相学
の理論に対して，空洞である前頭洞の表面の外形には脳
形状は影響を及ぼさない，という批判である30。高橋も
この典型的批判を取り上げ，また定型通りに反駁した。
「其の位置厚薄の差異は健康体に在りて略ぼ一定し居る
もの」なので，注意して観察すれば問題ないのだと。
高橋は「教育」可能性にも論及し，教育や健康法の効
能を謳った。「心性機能の強弱」は「当該機関の大小に依
るは固よりなるも其の働きの鋭鈍は脳組織の精粗，身体
の資質健康の良否教育練習の程度」や「外界の状態」な
どで変わってくる。また，「元来脳の組織身体の資質等
は遺伝に係り生後之を如何ともすべからざるものゝ如き
も養育衛生等により或程度まで改良を加ふること強ち不
可能にあらず」。残念ながら，またしてもその後の詳し
い論説は展開されず，「教育練習等の心性機能に及ぼす
影響如何は普く世人の知る所なるを以て更めて之を説く
の要なし」と済まされる。
他には，前出のフェリアーや，Ch・ベル（1774-1842），

F・マジャンディ（1738-1855），ブローカら生理・解剖学
者の説が引かれ，ガルの正統性が主張される。「よぢの
ぼる麓の路は多けれど同じ高根の月を見るかな」という
一休宗純の格言で締め括られた。
③「脳皮質局部作用（承前）」（1907年３月15日，317号，
「論説」17-21頁）
骨相学を知るには理論だけでなく，構造を知るための
実地の脳解剖が必須である，と高橋は主張した。「局部
作用の未た医界に普知せられさる」現状にあって，「心性
作用の頭脳に基くものたるを知る以上は開検に際し如何
なる種類の精神病に伴ひ脳の如何なる部分に如何なる異
状を来し居るか又如何なる性能の長短に対し脳の如何な
る部分に発達の大小あるか等に注目」すべきである。西
洋では，著名人が死亡した際にその脳を解剖したり模型
を作成したりすることが，一種の「礼」となっている。
中江兆民（1847-1901）が死後の脳解剖を実施しながらも
骨相学的観察を受けなかったこと31，近年物故した勝海
舟（1832-1899）や陸奥宗光（1844-1897），市川團洲
（1838-1903）らの「頭脳」が「空しく荼毘に附し去」ら
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れたのは，大いに悔やむべきことだ。
次いで “骨相マップ” が掲載され，各「本性」の説明
とその器官が発達した著名人の名が列挙される。以下で
は，前掲図１に示された「心的機能」の分類に則り，「下
等感情〔Propensities〕」「高等感情〔Sentiments〕」「識認力
〔Perceptive Faculties〕「反省力〔Reflective Faculties〕」から
それぞれ一つずつ引用しておく（〔 〕内の人名は筆者の
推測を含む）。

友愛的本性〔4〕，人に頼み友を愛するの性なり又慣
用せる物を愛して之に離るゝを厭ふの傾向あり中枢
は後頭葉に在りて居住中枢の両側に位す此部及居住
愛児等諸中枢過度なるときは愛郷病（ホームシツク）
を発するに至る大隈〔重信〕伯故黒田〔清隆〕伯後
藤〔新平〕伯福澤〔諭吉〕翁等に於て此中枢大なり。

好美的本性〔19〕，美を好むの性にして詩的感情の大
原素なり又他機能を誘発して事物の改善を計るに至
る中枢は第二前頭廻転の最上部外半を占め霊妙中枢
の外側に位す春畝侯〔伊藤博文〕早稲田伯〔大隈重
信〕〔下田〕歌子女史鶴彦翁〔大倉喜八郎〕愕堂〔尾
崎行雄〕等諸氏に於て大にしてアイヌ南洋人等に於
て小也。

数量知性〔28〕，他の数を認識記臆するの性なり中枢
は第三前頭廻転の下に在りて順序中枢の外側に方る
大隈伯肝付〔兼行〕少将鶴彦翁等に於て大なり。

推因知性〔35〕，事物の原因結果の関係を認識記臆す
るの性にして中枢は第一前頭廻転の中央側外に在り
即ち比較中枢の外側に位し前頭突起部に方る比較と
相待て推理反省作用を呈す菊地〔菊池大麓理学博
士〕，井上〔哲次郎文学博士〕，富井〔政章法学博士〕，
北里〔柴三郎医学博士〕，青山〔胤通医学博士〕，三
浦〔謹之助医学博士〕，呉〔秀三医学博士〕，下瀬〔雅
允工学博士〕，真野〔文二工学博士〕其他諸博士に於
て本中枢比較中枢共に大なり各推理に妙なるを以て
知るべし。

論考の最後は次のように結ばれる。「ゴールが不世出
の才は能く造化の秘曲を発きたるものと謂ふべきなり。
（未完）」。

３．生理心学の教育論
⑴ 明治後半期の教育と骨相学の関係
専門的な医学用語が次々と繰り出される高橋の講演
に，聴衆の教育関係者たちは畏れ入ったことだろう。特
に兵庫県教育会では，元大倉組英国支店長の肩書きも威

風を放ち，“相当の人物” が来臨したと思われたのでは
ないだろうか。
では，結局の所いかなる「教育」がそこでは語られた
のか。いずれの論考にも，教育に関わる具体的な「方法」
は殆ど語られていない。「教育練習」が「心性機能」の発
揮に効果があることは再三認められるものの，“論じる
までもない自明のこと” とて詳らかにはされない。実
際，当時の教育家は高橋の言説の如何なる内容を以て，
骨相学を教育にとっての “有用な科学” として受容する
可能性があったのだろうか。
一つの手掛りを示そう。独米留学から帰国したばかり
の槇山栄次（1867-1933）の証言である。槇山は，1908年
夏に開かれた大日本教育団主催の講習会に登壇し，「欧
米教育界に於ける理論上及実際上の新傾向中，小学校の
実務に直接の関係ありと思惟したる事項」を語る段で，
骨相学と高橋に言及した32。今般の「新しい教育学」の
成立が心理学の進展に拠ることを述べた槇山は，最新の
心理学の特徴を「生理学」との結びつきにあるとし，骨
相学にもその一つとなる可能性があることを述べた。
「京都の商業学校長をして居つた高橋邦蔵

ママ

君などは非常
に骨相学に熱心であつた」。世間は「何だか不思議なこ
とをやるもの」と訝しむ向きがあった。だが「西洋では
近頃になつて心理学の研究年々進歩して参り此の種類の
研究は次第に重きを置かるゝやうになつて」きたと。
「不思議」や「非科学的」と見做されがちだったが，
むしろ「新潮」の可能性あり。そう評価された骨相学は，
槇山によって脳神経生理学の教育への応用を主張する体
系の一つに数えられた。日本の教育家たちの小さくない
関心と期待が骨相学に寄せられた一時期のあったこと
は，拙稿でも論じた33。世紀転換期，戦後に通じる近代
日本の学校制度の“整備”が進み，一応の完成を見る頃の
事である。それがまた新教育運動の揺籃期でもあったよ
うに，当時の教育家たちの内には，“新しい教育” を期待
する気持ちの確かに燻っていたことだろう。文字通りの
「生理的心理学」の教育への導入は，斯界が骨相学へ寄
せた期待の一つだったと考えられる。

⑵ 養生／衛生論
生理学的な心理学は，近代日本の教育に如何なるかた
ちで資し得たか。本稿では，２つの視点から検討する。
第１のフィールドは「衛生」，第２は「進路指導」である。
“生ヲ養ヒ，衛ル”
「衛生」の語は，“健康を守ること” を意味する独語ゲ
ズントハイツプレーゲ（Gesundheitspflege）やヒギエーネ
（Hygiene），また英語サニタリー（sanitary）やヘルス
（health）をカバーする翻訳語として導入された。西洋近
代の実験的方法に基づく健康形成概念で，しばしば江戸
時代の「養生」概念と対比される。1875年に内務省に新
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設された部局が「衛生局」と命名されて以降，語の一般
的使用が社会に拡がり，やがて「衛生」と名が付けば商
品が売れるといった “流行語” の一種にまでなった34。
富国強兵政策の一端は，「民族衛生学（racial hygiene）」と
して興隆してゆくことにもなる。
勿論，「養生」という言葉が一般に用いられなくなった
というのではない。江戸時代に数多編まれた養生書は，
社会医療制度が “未整備” だった時代に引き続き “家庭
の医学” （昨今言うところのセルフメディケーション）
の務を果たした。それは明治以降にも引き継がれ，「養
生」を名乗る書籍の出版は続いたし，またそのような伝
統が科学的「衛生」移入の下地を形成した35。
高橋が論じた「脳の衛生」は，要するに，時流に符合
したテーマだった。瀧澤利行の調査によると，明治期の
「養生」の書（近代養生論）では，しばしば「精神・脳
および神経の機能」が取り上げられていた36。かてて加
えて，江戸期の養生書の出版が殆ど都市部でなされてい
たとの指摘も，骨相学の文化史を考察する上で興味深い。
後述するように，骨相学（現象）は，きわめて近代都市
的な “時代の産物” と見ることもできるからである。
神経衰弱
高橋の論考の社会的背景として，「衛生」に合流したも
う一つの時代的流行が「神経」と「脳」，そしてその「衰
弱」だった。先ず「脳」については，西洋的な脳イメー
ジの導入が日本人に「感覚・知覚－心身の機制の変容」
体験をもたらした，とする川村邦光の分析が参考になる。
「人の魂というものは，頭脳にあるという説が面白い説
で，古来胸にあるものとおもうて」いたが，説かれてみ
ると「いかさまそうかとおもわれる」という，1874年出
版の『文明開化』（加藤祐一，上巻，15丁ウ）からの引用
は，そのような事態をよく証言している37。
「脳」は日本人の病因観にも根本的影響を与えた。直
接的例の一つが「脳病」の登場である。1880年代半ば以
降，専門的にも「精神病」が「脳病」と呼称されるよう
になり，「癲狂」「瘋癲」を扱う病院は「脳病院」に改称
されていった38。他方では――上記養生／衛生の１ケー
スであろう――「脳病薬」とその広告が市井に大量に出
回る事態が出来した。注目すべきは，そこに謳われたそ
の薬効がさながら “万能薬” 然としていた点である。川
村はこの点を考察し，「脳病」が脳髄や神経の機能的・器
質的な障害であることを当時の民衆たちが理解していな
かった事実を表すもの，と解釈した（それを鑑みれば，
1899年時点で，骨相学を介することによってある面 “正
確に” 神経系の病として「神経病」を論じた高橋の開明
性も仄見えてくるのかも知れない）。
そうして，明治後半の日本社会に蔓延したのが「神経
病」や「神経衰弱」だった。「脳病」とも重なるこれらに
ついては，度会好一の研究から整理しよう。世紀転換の

頃より激化する受験競争と結びつけてそれを “受験生
病” と整理する先行研究もあったが39，それでは不十分
だ。東京脳病院や新潟病院の患者数の統計からは，受験
期の10代よりも 30代，更に30代よりも20代の患者が多
かったことが分かる。「学生」や「頭脳労働者」にのみ顕
著というのでもなく，患者は「農業」「商業」従事者にも
多かった40。
この時期に神経衰弱が増加した理由には，むしろ次の
ような３点が考えられる。①それが「文明病」であるた
め「なにがなんでも神経衰弱になって文明人の勲章にし
ようとした」者がいたこと，②自己診断できる病気だっ
たので “手軽に” 神経衰弱になった者のあったこと，③
「欠勤や辞職に必要な診断書に格好の診断名として，重
宝された」ことである41。当時殆ど流行現象の様相を呈
した「神経衰弱」の正体は，「明治人の感じていた主観的
な疲労感」の表象ではなかったか。それは日露戦争にて
頂点を迎えてゆくものであった，と度会は考察した。
養生としての教育論
江戸時代の養生書の殆どは「近世の四大都市」である
江戸・京都・大坂・名古屋を中心に刊行された42。しばし
ば引かれる柳田国男（1875-1962）の，「突如外部〔西洋〕
から入って来た……今まで耳にもしなかった色々の物々
しい病名の為に，急に人間が病に弱く」なったという証
言にいわれた当時の状況を勘案すれば，文物の流入著し
い都市部におけるセルフメディケーションとしての養生
（書）の必要は，明治期においてますます高まったことだ
ろう（無論，リテラシーや読書文化，病気観などとの複
合的産物として)43。価値や制度の急流転に呑まれなが
ら生きた人々―― “旧時代を生きた大人たち” から “維
新を知らない子供たち” まで――は，皆それぞれに「脳」
や「神経」を「衰弱」させた44。高橋によると，「神経衰
弱」或いは「脳の異状」は，しばしば胃腸などとの関連
で生じる。それは交感神経の不調によって引き起こされ
る場合があり，治療可能なのだ，と。現代なら “自律神
経失調症” とされる様態を，やはり医療の対象としてケ
アしていく行為それ自体と，それに関わる啓蒙が，いわ
ば高橋の論じた「教育」だったのだろう。
個人部面における “神経衰弱の蔓延” に対して，衛生
の社会部面では，明治最初の30年間で検疫や公衆衛生の
法制度が進み，上水道も整備されていき，その結果，
1890年代には人口増加率が恒常的に１％を超えるように
はなった45。とはいえ，それがまだまだ整備の途上に
あったことは言を俟たない。そもそも骨相学は，西洋に
おいて「衛生」が社会問題として浮き彫りとなった時代
に登場してきた。従って，それが講じた「教育」もまた，
一例シュプルツハイム『教育（Education）』（初1821）の
頁を繰ってみても分かる通り，食事（food）や運動
（exercise），換気（ventilation）等をその欠かざる一要素と
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した，知徳体の総合的な環境論ないし養育論の様相を呈
する46。『私立兵庫県教育会雑誌』に掲載された高橋の論
考は，まさにこの養生／衛生に焦点化された「教育」言
説として受容され得たと考えられる。

⑶ 進路指導
第２のフィールドである「進路指導」は，個々人のキャ
リアに選択肢が生じ拡大した社会においてより大きな意
味を帯びる。身分制の解体と都市化の進展，「能力」用語
の風靡がそのことと因果の関係を結び合う。
都市における異邦人性
「都市」の定義は多様ゆえ，細かい議論は先行研究に
任せるが，明治期日本の近代化が “都市化” の側面を有
していた点に異論はあるまい。特に，高橋が生理心学を
発信した世紀転換期には人口増加が進み，交通発達と工
業化が加速し，「1950年代以降の都市化の速度に匹敵す
るほどの高速度の都市化」が進行した47。1897年以降の
東京・大阪の人口増加には顕著なものがあったが，一方
で低率ながら地方都市の人口も93年以降着実に増加して
いた。人口史の鬼頭宏は，「いわば全国的に都市化が開
始された」という言葉でこの状況を説明している48。“都
市の学” は，それゆえに決して首都に限局されたもので
はなく，当時の日本においてさえ既に広範の地域に意味
を有し得る問題系になりつつあった。
都市には，互いに見知らぬ他者が溢れる。人を判断す
るための手掛りである名前，出身地，仕事，階層・階級，
ルーツ，その他様々な伝統的 “属性” を「都市」はほど
いてしまうからだ。先行研究でしばしば指摘されてきた
ように，“どこの馬の骨（étranger）” たちが輻輳するその
ような空間に，安全地帯から他者を “見定める” 科学的
方法論としての骨相学（それを含めた観相学）が希求さ
れた49。G・ジンメル（1858-1918）は，“目で見て解釈し，
耳で訊いて確認する（解釈を答え合わせする）” 人間認
識の仕方の前者のみが，19世紀の都市において突出して
いった事態を鋭く指摘する50。科学的に適確に “見定め
る人（detective）” たるシャーロック・ホームズがヒー
ローとして登場もすれば51，苦沙弥先生らを整然と観察
する「観相学者」の猫が評判を呼んだ時世のことであ
る52。坪内逍遙（1859-1935）が，人物描写を鍛えるため
に「骨相学」を勉強せよ，という近代小説の「神髄」を
語った時代背景もここに重なる53。
明治社会メリトクラシー
さて，よく明治の世にメリトクラシー（meritocracy）
の芽が吹いたと聞く。その人間が何者であるかを知るの
に，伝統的属性には依らずに，働きの成果や達成業績に
依るべきとする，機能主義的な人間定位の仕方に基づい
た経済社会の出現である。
決定的契機は，明治維新による身分制の解体である。

武士の視点から見れば，それは「没落」であり「失職」
であった。慣れぬ商売に手を出し零落する悲惨状況（士
族の商法）が各所で現出し，困窮の果てに「物を売るよ
うにわが娘を売った」者も少なくなかったという54。園
田英弘は一連の事態を，「武士による武士身分の否定と
いう歴史的パラドックス」によって「武士」なる観念に
未分化に融合していた「身分」と「職分」が分離され，
そこに誰でも「能力さえあれば武士の「職」の担当者に
なりうるという意味での平等」を実質的に意味した「四
民平等」の原則が浮かび上がった，と分析した55。「個人
の機能重視」を徹底追及して生まれた「機能的平等主義」，
即ちメリトクラシーの登場である。メリトクラシーの浸
透した社会に住まう／それを構成する人々は，社会的成
功を各人の能力の賜と疑わず，失敗を “自己責任” であ
ると諦観し納得する56。
そのようなメンタリティーは，「通俗道徳」論を用いて
松沢裕作が浮き彫りにした，「生きづらい明治社会」にも
類比的に認められる57。そこでは，貧困や病気は当人の
努力や道徳的行いの乏しかった報いであると見なすこと
が，当人を含めた人々の “ごく普通の思考” としてあっ
た。江戸時代後半以降の庶民が有していた，「勤勉に働
くこと，倹約すること，親孝行すること」等のごく普通
の「良いおこない」と，良い結果を，さしたる理由もな
く因果の軛でつないだ信念，即ち生活道徳としての「通
俗道徳」の存在に起因するという。それは，文明開化の
大きな個々人的モチベーションであった「セルフ・ヘル
プ」の裏返しでもあったし，来たる新時代のメリトクラ
シーとも親和性が高かったことだろう。
教育が骨相学と結びつく要がそこに画然と浮かび上が
る。あなたは，或いは彼／彼女は何者なのか。そこには
当然，私は何者なのか，という問いも生起している。そ
して，もしその者が “青少年” であるならば特に，それ
はこれから何者になる人間なのか，と。
能力人間学
明治の史料にも，“自己を知る” 術・知としての骨相学
言説が多く見つかる。「汝自身を知れ（Know Thyself）」
という文言が骨相学書で引かれる時，その意味する所は，
自分自身の「諸能力（faculties）」の程度・特徴・構成を骨
相学の教える所に従い科学的に把握せよ，ということで
ある。
かつて筆者は，骨相学の歴史的意義を西洋教育史にお
いて再定位するために，「能力人間学」という概念或いは
見方を導入した58。それは，人間を分析可能な「諸能力」
の総合体として認識しようとする体系を指す。今少し詳
言すれば，あらゆる知性や感情等の働きの要因を35個前
後の「心の能力」に還元して，それらを生理的に司る脳
各部位の発達差と組み合わせの次元で “個性” を把捉・
説明可能にする，語彙（vocabulary または terminology）
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を備えた理論体系の謂いである。“能力の束” である人
間（“私” でも “他者” でも）を分析し，測定し，個性を
客観的に把握／自覚した上で，その進むべき道を決した
り，改良を働きかけたりする――そのような，教育史に
おける骨相学の歴史的役割や人々がそれに寄せた心性や
期待は，前述のような “自己認識” を求め始めた近代日
本においても観察できそうである。
たとえ建前であっても，身分制が解体された社会では，
何かをし続け，応え続ける以外にアイデンティティを支
えるものはない。極端に言えばそのような状況下で，骨
相学が人々に提供し得たのが，一人一人の才能や適性に
関する比較的安定した “診断書” であった。高橋の論考
「脳皮質局部作用論」では，第１・２報でその体系が経験
主義的科学であることが論じられ，第３報で骨相学の各
能力の解説とそれらを性格・才能の特徴とする著名人の
名が列挙された。それは “適材適所” についての，形を
変えた一種楽天的な議論と言えよう。東京心性学館での
彼が，新時代の「女子」を対象に職業相談をその職務と
していたことも思い出されたい（前稿）。職業（vocation）
は，いまや前時代とは異なる形での “天職” の如く表象
され，社会的成功は骨相学の読解する彼らの “本性”（能
力人間）に一致するのだろう。
シュプルツハイムらの論じた骨相学の教育論は，能力
の訓練論でもあった59。それは，“個人的・社会的衛生”
によって身心（脳）を健全に発達させ，能力（脳機能）
を正しく発現させることを可能にする内的・外的環境の
構築・調整，また “才能” と呼ぶべき特長的能力の反復
使用による育成，そして “科学的適職” への進路指導な
どから成った。殊にその威力が遺憾なく発揮される場を
想定するなら，それは近代都市だ。使役する側の視点や
俯瞰的視点からの “適材適所” も，個人的なキャリア形
成と競争から見る “能力主義” も，その孰れの面もが
“都市の学” としての骨相学と相性がよかったのである。
極端に単純化すれば，属性も特性も分からない子供た
ちを集めてどこ／いつ／誰にでも通用する（＝普通）教
育を施すのが，近代学校教育の使命である。必然，教師
は「教育」のために骨

ㅡ

相
ㅡ

学
ㅡ

的
ㅡ

な
ㅡ

科
ㅡ

学
ㅡ

（能力人間学）を求
めるだろうし，生徒たる個人は進路決定のために同様に
それを求める。『教育公報』誌上での議論は，各性質を有
する人たちへのロールモデルを示す “人生カタログ” の
役を果たしたかも知れない。高橋の生理心学における
“教育論” は，そのような心性の人々に読まれ得る教育
論だったのではないだろうか。

４．高橋邦三にとっての生理心学
では，高橋邦三というその時代の或る個人にとって，
骨相学とは何であったのか。本研究がその読み解きの鍵
とするのは，彼の年少期における歴史的奔流とその教育

遍歴である。
士族ということ
第１の視点は「士族」である。現代で言えば就学前後
の頃，明治維新を数えの８歳（満６歳）で体験した高橋
は，それまでは「武士」であった。動乱がなければ，きっ
と将来もそうだった。そのことが高橋という人間にとっ
て持った意味を小さく見積もる必要はないだろう。身心
の在り方に及ぼしたであろう影響は言うに及ばず，“三
つ子の魂が百まで” であった可能性も低くない。先行す
る教育史学その他の諸研究もこの点を重視してきた。
例えば，高橋と同い年の森鴎外（1862年生まれ）と，
殆ど明治の生まれと言ってよい夏目漱石（1867年生まれ）
の外国語学習を比較して論じた，杉本つとむの論考に学
ぼう60。鴎外の外国語学習が江戸時代からの延長にあっ
た「洋学」の性格を有したのに際し，漱石のそれは「明
治の外国語学習」であり「英文学」だった。杉本は，そ
の差をそれぞれの学習のスタートにあると見た。鴎外
は，数えの６歳で『論語』を学び，８歳で藩校の養老館
に通って漢籍を学んだ。その上で洋学の学習を開始す
る。つまり「洋学に就く前に漢文の基礎はほぼ確立」し
ていた。これは「当時の士の子弟のごくふつうの学習
コースであり，まったく江戸時代の洋学者の学習過程」
であったという。つまり，新潟学校に入学した頃の高橋
にも，そのような意味での「基礎」が出来上がっていた
としても不思議はない。
意識の上での「士族」はどうであったか。「士族」に対
する意識の高さを際立って示した象徴的言説の好例と言
えば，かの福澤諭吉の吹聴した “士族の優生学” を措い
て他にあるまい。「天は人の上に人を作らず…」の言葉
で知られる福澤は，他方では，F・ゴールトン（1822-1911）
の優生学の論を参照しながら，「人ノ能力ハ天賦ニ存ス
ル」として「士族ノ血統」の優位性を高唱した61。武士の
矜持から新政府の官職に就かず，それでいて開化期の教
育行政に絶大な影響力を有して「三田の文部省」と称さ
れた福澤は，「唯今後我国民ノ教育上ニ就キ能力ノ発達
ヲ目的トシテ必スシモ此士族ノ血統ヲ保存セント欲スル
ノミ」と述べ，「能力ノ発達」が教育に依るとするのは単
なる方便に過ぎない，とまで言明したのだった。
武士／士族という意識，更には明治期における立場が，
教育面においても決定的な意味を持ち得たことは，度々
指摘されてきた。明治初期以降の「士族」意識と学歴の
関係を調査した広田照幸によると，インタビュー相手と
して「父親世代」と呼ばれた，恐らく高橋と同世代の彼
らは，士族意識を内面化し強く意識していた62。維新後
生まれの子供たちは，教育面において「父親世代」から
士族を理由とする鼓舞を受けたという。制度的にも「士
族」は1914年まで戸籍に明記された。「族籍意識は明治
以後相当長い間存続した」との推論を，竹内洋も支持し

10

平 野 亮

11



ている63。
当時の士族は，経済的困窮と文化的親和性の２因から，
近代学校の最初の利用者となった。つまり，秩禄処分後
の生計維持のみならず，嘗ての高い社会的身分を獲得す
る道として「学校」が魅力的選択肢であったという点と，
文武の研鑽を旨とし教育を重視してきた「士族の文化資
本」，平民には持ち得なかった「学校の文化に適合的な身
体」を継承してきたという点からである。例えば竹内は，
雑誌メディアを素材に検討し，1877年創刊の投稿週刊誌
『穎才新誌』に投稿された「勉強言説」と士族の関係につ
いて明らかにした64。投稿者の中心は士族であり，投稿
に表れた官職願望とその帰結たる富貴願望が「潜在化さ
れていた武士的野心の顕現であった」という。
他方，逆の視点からこれらを眺めるなら，それは新政
府による統治政策の一であったと見ることもできる。次
世代たる貧窮士族の子弟をす

ㅡ

く
ㅡ

い
ㅡ

上げる官費学校（師範
学校，外国語学校，工部大学校など）の設置は，反対派
の新政府への矛先を矯める役をも果たしたことだろ
う65。実質的には，「官軍」側だけで新政府の人材を揃え
ることが不可能だったというのが “真実” なのだろう
が，いずれにせよ新時代のライフコースはうまく回り，
時を経て定着し今日に至る（西南戦争後に多くの官費学
校が畳まれ，当初の服務義務規定が緩和されていったこ
とは，高橋の学校歴を辿る前稿で述べた通りである）。
次世代への教育熱は，救済策が殆ど講じられなかった失

職世代にも小さくなかった。維新後すぐに各地に設置され
た育英団体の多くが，「士族救済」を目的としていたことが，
具体的例証の一つである66。小林雄七郎（1846-1891）らが
1875年に創設した，近代日本初とも言われる育英団体「長
岡社」にしても，創立当初に限っては士族子弟の援助か
ら活動を開始したらしい67。明治前半の「上京遊学」を
量的に調査し，実際に「士族の子弟が極めて多」かった
ことを明らかにした吉田昇も，そうした育英団体の果た
した役割に触れる68。次男三男だけでなく，高橋のよう
な長男も多く含まれていた上京遊学者たちにとって，当
時の東京は必ずしも暮らしづらい場所ではなかったとい
う。書生やアルバイト，そして「給費制度」と育英制度
により生活が確保できたからである。
佐幕ということ
第２の視点は「佐幕」である。長岡は，積極的な佐幕
派であったわけではないが，官軍に反旗を翻した「賊藩」
ではあった。高橋が工業や商業系の人材として社会に立
身する路を歩んだことの背景には，少なからずそれらの
要因があったのではないかと考えられるのである。
「佐幕」「朝敵」「賊軍」の体験（ときに烙印（brand））
が，明治文化形成を担った人々に及ぼした影響の甚大さ
については，既に木村毅が文学の領域において明らかに
している69。「明治文学」と称し得る作品の数々は，「み

んな幕府方の産物」であり，「薩長土肥およびそれに阿附
してうまくバスに乗りこんだような諸藩からは，作家は
一人も出ていない」という。その例証は説得力十分であ
る。一方で，木村自身も認める通り，他分野においては
それほど瞭然とした腑分けは成立しそうにないのだが，
それでもなお，「賊軍」の人たちの人生におけるあらゆる
局面において，その影響の何らかが明に暗に及んでいた
ことは想像に難くない。
因みに，士族が明治初期の学校教育の主たる享受者で
あったことは，高橋の在籍した時期の工部大学校でも実
証される。1883年を例にとると，在籍生の75％は士族出
身であった70。工学寮／工部大学校の都検（principal，教
頭）だったダイアー（Henry Dyer, 1848-1918）は，立身出
世を求める学生たちに「エンジニアこそ革命家だ」と奮
起を促した。そして実際，旧社会の支配層だった武士が
被支配層の職分であった工業を担う近代日本の工業化の
特色が現出した，と三好信浩は述べる71。三好の調査に
よると，卒業生の多くは実業・研究・教育の分野で大き
な業績を残した。「卒業生」でも工業人材でもなかった
高橋だが，大倉組ロンドン支店長や商業学校長を歴任し
たその活躍もまた，同時代に極めて顕著な業績であった
ことだろう。
そのような進路選択にもまた，「佐幕」の影が差してい
る。科学史家の坂本賢三によると，「政官界は薩長土肥
の雄藩によって固められて」いた。従って，「旧幕臣や佐
幕派諸藩出身の士族たちは医理工系研究者になる道を
選」ぶ外なかった72。村上陽一郎も次のように語る73。
法学部などでは町民の学生の方が多かったのに対し，「工
学校だけは士族の子弟の方が圧倒的に多」かった。町民
の生きていく術は，維新に関わらず，基本的に変化はし
なかった。しかし士族，「とくに幕藩側に属していた人
たち」はそうではない。「それで社会建設に協力できる
なら，これは非常に生き甲斐があるという意識で，とく
に旧幕の下級士族たちがこぞって」工学系の学校に流れ
たのだ，と。具体的な立証はできないが，高橋のキャリ
ア選択にもそのような力学が働いていたということは，
十分にあり得る。
彼の人生の随所・要所で，同郷や同窓，同職の絆や人
脈が威力を発揮したことも，以上の議論と無関係ではあ
るまい。明治初期，相互異邦人状況を孕みつつ成長する
都市東京は，それ故に様々な「社会的結合」の生じる場
でもあった。「郷友会」といった名称で集う同郷人の互
助組織が多数誕生したが，長岡のような「賊藩」の絆意
識は他に比してもより一層強いものだったかも知れな
い74。士族というのは「隣に他人というふものゝ住み得
ることを，少しも考へて見ぬ様な経歴」を有した者たち
だった，という柳田の分析が当を得たものであったとす
れば，また尚のことである75。「長岡社」のような郷友会
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に高橋が所属したかは分からない76。だが，前稿で見た
小西信八，井上円了，市島謙吉といった同郷同学の縁や
大倉組・ロンドン時代の縁，そこから拡がった人脈は，
高橋の骨相学普及活動に存分に活かされた。絆の重要性
それ自体は今日も変わらないが，その有した意味にはと
りわけ大きいものがあったに違いない。

新時代の「医者」
長岡出身の高橋が，以上のような背景やモチベーショ
ンの幾許かを意識し，有していた可能性はあろう。彼自
身の言辞を引き，分析を今一歩進めよう。
先ず，高橋の骨相学に対する態度がよく表れた一節を
見ておく。

他日の誤解を避けん為一言致し置きたきハ余の評論
ハ主としてゴール博士の脳皮質局部作用説に基き一
面生理的素因に鑑み被験者現時の心性状態に就き推
測を下だすに過ぎずして過去も言はず未来も説かず
況して吉凶禍福の判断の如きハ拙技の範囲内にあら
ざるなり又余ハ凡て観たる人識りたる者等に就き猥
に評論を公にするものにあらず被験者自身の承諾あ
らうものに限り漸次概評を試みんと欲するに止まる
なり77

これは読売新聞で一か月間連載された「朝野紳士の骨
相」の，その初回冒頭部分である。骨相学が，当時もし
ばしば誤解されていた「吉凶禍福の判断」の占いではな
いことが断られるとともに，興味深くも，一種の彼の研
究倫理がそこに表明されている。ガルの提唱した脳の生
理学に基づき，著名人の「心性状態」を診断するのが連
載の主旨だが，間違っても当人の承諾なしに診断を下す
ようなことはしない，と言うのだ。
「初め医に志し」たとされる高橋が，最先端たる光輝
の英国で出会ったのが，人間科学としてのフレノロジー
だった78。今日であれば相対化される “一つの文化” と
して西洋科学を捉えることもできようが，当時の少なか
らぬ日本人の目にはそれは殆ど “真理” に等しいものと
映ったはずだ。その自然（nature）科学の進歩が，人間の
本性（human nature）をも解明した。高橋はそのような科
学の一つとして骨相学を受容したに違いない。高橋とは
別に，日本で初めて骨相学に関するまとまった著作群を
発表した人に市川紀元二（1873-1905）がいた。彼もまた
東京帝国大学工科大学で電気工学を修めた工学士であっ
た79。高橋や市川のような，西洋科学の訓練を受けた新
時代の理工系人材がフレノロジーに魅惑された，という
のもまた故無きことではなかったのだ。
では，なぜ骨相学だったのか。高橋においては，人間
を能力の束として表象する “能力人間学”をそこに看取

したからであろう。それは必ずしも “新しいメリトクラ
シーの時代が到来したから” ということを意味しない。
確かに，江戸時代から勘定所の役人，即ち数学人材は能
力主義的登用が行われてきたと言われ，（幼少ゆえ意識
する機会はなかっただろうが）高橋にもその空気は身近
であったかも知れない80。しかし彼にとっては，メリト
クラシー世界への参画でもなく，テクノクラート的な国

ㅡ

力
ㅡ

のカウント（計算可能性）よりも先に，ただ素朴に「人
間」を科学的に知ろうとしたことが，骨相学への没頭の
理由だったのではないかと筆者は考察する。
明治維新によって，最も “何者でもなくなった” のは，
高橋のような人間であった。「武士」として生まれ，その
境涯の中で教育を与えられ文武や身体作法を身に付け始
めていた高橋は，凡そ “人外” のものから “人” になっ
たその時（七つまでは神のうち）に，世界からその属性
が失われ，本来辿るべきだった轍は消滅した。「賊藩」の
「士族」の少年が，当地で「心性の研究」へ「傾注」する
心を萌したこともむべなるかな，である81。
それでも，新時代は類似した目的地へ続く “学歴競争”
の道を新たに設えた。その道に乗り，うまくいけば，能
力主義的世界において社会的位地を占め，“何者” であ
るかが獲得される。或いは，統治権力はいかなる “能力”
が有用か否かをそれらの概念の創出とともに選定選別
し，育成や測定・評価を行って，配置や処置を行う。象
徴化されたテクノクラート――F・ハイエク（1889-1992）
の言葉を借りれば，「計画的に構成されていないどんな
ものにも意義を認めようとしない…統括的精神」を有す
る者ども82――は，あくまで或る体制内において，“自然”
を改変し征服する “技術” によって進歩を獲得していく
ことを信念とするホモ・ファーベルである。人間の自然
もアナロジカルに認識され，往々 “自然の開拓” たるそ
の改造を指して「教育」と人は呼ぶ83。“能力人間” は，
メリトクラシーの構成員であると同時に，統治客体とも
なる。高橋は新時代の “エリート” へ続くはずの道を歩
んでいた。骨相学の関心はそれらと結びつき得る。だが
それよりも，高橋が何より希求したのは，そも自分とい
う「人間」は何者なのかという問いと，それに対して客
観的で分析的な解答を与えることのできる真正の “何
か” だったのではないだろうか。
高橋は自分が何者であるのかを，骨相学を用いること
で科学的に知った。それの与えた “解答” は “本性的”
なものであり，武士の身分に在っても異郷に在っても，
この先更なる新時代の訪れが来ようとも，変わることの
ない “自然の人間そのもの” であるはずだった――「教
育可能性（educability）」という用語の普及が骨相学に依
るのであるから，それが教育による可変性を否定するも
のでなかったことは言うまでもない84。
「知は力なり。自己についての知（Self-Knowledge）
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は，自己を守り保つ」とは，彼が在英時代に贈られた骨
相学者モーガン（Nicholas Morgan）からの言葉である85。
高橋は骨相学によって「自己」を知り，そして要望に応
じて，他の人々も診断した。それは「生理心学」を修め
た自然科学者の姿に留まらない。さながら，通俗的な
“医者” のそれであり，その自意識に依った営為とも映
る86。江戸時代の養生書の書き手は必ずしも訓練を受け
た医師ではなかった。また，医師ガルは彼の脳神経生理
に関する学説の講義を自宅で始め（当時のウィーンでは
普通のことだった87），講演と著作で衆人への普及に努め
た。高橋もまた，時代における個人と社会の養生／衛生
を担う “医者＝教育家” たらんとしたのかも知れない。

結び
“時代の科学” になれなかった骨相学
生理心学の知は，西洋化時代の荒波に晒される身心を
養い衛る術を人々に示し，他方では「都市化」「四民平等」
「メリトクラシー」等と評される新しい社会に出現する
“異邦人たち” に，科学的で客観的な “自分探し” の指
針や解答を与えようとした。高橋にとっての骨相学は，
そのような有用性を発揮する “真正の科学” だった。そ
して，明治大正の世の中に少なくなかったはずの “高橋
のような人たち” にも，そのような意義を持ち得たのが
骨相学だったのである。
しかし実際に，骨相学が近代日本の “時代の科学” に
なることはなかった。同時代の英国でも正統性が全く喪
失していたわけではなかったし，当時の日本社会にその
“小ブーム” と呼びうるような種々の痕跡を史料から拾
い集めることはできる88。だがそれは端的に言って，遅

ㅡ

か
ㅡ

っ
ㅡ

た
ㅡ

，のだ。機能局在論の先駆として再評価する動き
はあったものの，脳神経科学におけるその内容精度は，
やはり過去のものとなっていた。心理学説としても然
り。養生法やコミュニケーション術，進路指導や能力訓
練にしても，骨相学でなければならない理由は最早な
かった。
ところで，同じ頃の日本で “正統な科学” の席を狙っ
ていたのは骨相学ばかりではなかった。例えば「催眠術」
は，千葉の成田中学校（1898年創立）の校長だった竹内
楠三（1867-1921）が退職後に次々と専門書・翻訳書を発
表したことが火付け役となり，1903年前後に日本中で流
行していた89。高橋の東京心性学館が設立され，当館で
三宅辰次郎が催眠術の施術を行っていたのも同年のこと
である（前稿）。催眠術師・山口三之助が帝国教育会の講
習会で行なった講演録は，『教育公報』（1903）に掲載さ
れた90。同年に『教育上に応用したる催眠術』を世に問
うた山口は，本文中で催眠術に対する世間の「誤解」を
憤り，「心理学及び催眠学を知らぬ者は，教育家として最
大義務責任を怠る者であつて，真正の教育家と称するの

価値はないのである」と嘯いた。こうしてみると，“高橋
のような人物” や “骨相学のような新科学” が世紀転換
期の日本に蠢いていたことが判る。そして一等興味深い
のは，それらが往々にしてコネクトを求めたのが「教育」
分野であった，という事実であろう91。
因みに，その中でもかつての西洋での骨相学ブームに
部分的にも比肩しそうな “時代の科学” の雰囲気を帯び
たのは「千里眼」だった。W・レントゲン（1845-1923）
の X線観測やキュリー夫妻（夫 1859-1906；妻 1867-1934）
のラジウム検出等，西洋から届く科学的驚異の報が，研
究者から大衆までを “見えない光線” への熱狂に駆り立
てた（“X 線教育法” の提言まで存在した92）。千里眼と
いう “未知の透視能力” もまた，科学的発見を俟つもの
かも知れない。事態は，しかし長続きしなかった。擁護
派の福来友吉（1869-1952）東京帝大助教授が解雇され，
“千里眼能力者” たちが自殺するなど，スキャンダラス
な結末を迎える事件の詳細については，先行研究を参照
されたい93。
潜行していた思想的影響？
200 年前，骨相学は魂＝心の議論の場を哲学から生物
学に移し変え，「実証主義」（A・コント）の世界へと引き
込んだ。新興する都市化とも相俟って，西洋世界ではそ
の脳科学－観相学は “時代の科学” として人々からの熱
い支持と期待を集めた。ところが，それから100年後の
日本に，骨相学の占め得るそのような科学的・社会文化
的位置は殆ど存在せず，従って高橋の冀望が実現するこ
とも終になかった。それでも，世紀転換期の人間測定論
を始めとした新しい研究にインスピレーションを与える
役を，骨相学は果たすことになる。例えば，A・ビネー
（1857-1911）が1905年に最初の知能検査を発表した時，
その研究の出発点は骨相学的な頭蓋測定による「知能」
の数値化の試みであったし，類似の経緯から犯罪人類学
を創唱した C・ロンブローゾ（1835-1909）にしてもそう
だった。彼らを通じて近代日本にも骨相学の残響が鳴り
つつあった。
ともあれ，本稿が最後に注目するテーマは，骨相学の
有つ教育史的意義である。教育思想との関係において，
その勘所は何か。筆者はそれを，分析的な精神能力のリ
スト・語彙を作成し人々に提供したことにあると考察し
ている。例えば，今日の学校教育論議でも頻繁に耳にす
る「自尊心」「自尊感情」の原語 “self-esteem” は，「骨相
学を通じて一般に普及した」と言われている94。人々は
言葉によって思考を構成し，コミュニケートする。西洋
由来の言葉であれば，翻訳によって用語は必ずしも一致
した形をとらないが，それらの形相・概念は異郷たる近
代日本にも写し取られよう。
さて，近代以降の日本の教育言説において欠くことの
できない語・概念に，ここまでも論究してきた「能力」
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が在る。もとは西洋思想文化の移入によって登場し，定
着した語であった95。それでは，開化期の日本人はその
ような新奇の概念や “能力人間像” を一体ど

ㅡ

こ
ㅡ

か
ㅡ

ら
ㅡ

手に
入れたのだろうか。ここに，近代日本における骨相学受
容史のもう一つのストーリー（history）が伏在する可能
性がある。
科学としての骨相学は，代替物が次々と現れて来て，
様々な面から “無用” となっていた。だが，世紀転換期
の日本に骨相学を不要にした一つの原因に，それより以
前に，それと知らずに能力人間学たる骨相学の思想を受
容していたことがあるのではないか。高橋が「生理心学」
の普及に取り組んだよりずっと前に，日本人は骨

ㅡ

相
ㅡ

学
ㅡ

的
ㅡ

な
ㅡ

能力概念の体系を，それと知らずに摂取していたので
はないか。骨相学の受容を，思想或いは人間観の次元に
おいて教育史学の立場から検討するのは，次稿である。
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